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　初めまして、 27期代幹事長に就任いたしました伊藤優真と申します。
　平素より私たちの活動を応援いただき、皆様の多大なるご支援のおかげで27期になる今年度
も活動を継続できております。心より感謝申し上げます。また、そのような伝統ある環境ロド
リゲスの幹事長を務めるに際しまして、大きな責任を感じますが未来につながる新たな1歩を踏
み出せるように尽力して参ります。
　環境ロドリゲスの活動理念として『学生が主体となって、多様なアプローチから環境問題の
解決に貢献する』ことを掲げております。近年、「えこねくすと」や「Precious Plastic Waseda」
という企画が発足しているように、個々が持つ活動への希望に制限をかけることのない環境作
りを意識し、新たな視点からのアプローチを行いやすくすることで、発見や創造の可能性を広
げることができるように心がけていきます。また、環境ロドリゲスとして、それぞれのキャリ
アを築く足掛かりとなる経験ができるような組織体制を目指していく所存です。
　現在では、コロナ禍が明けることで増加した、対面で実施するイベントや積極的な新入生の
勧誘のおかげで私が入った頃よりもより大きな組織になっていると感じております。環境ロド
リゲスは幅広く7つの企画に分かれて多くの活動を行っているため、それぞれが違う興味を持っ
て入会して頂いています。そのような状況に気後れすることなく、機を逸せずに内部充実等の
変化への挑戦を恐れず、さらなる発展を図っていきます。しかし、さまざまなことに興味を持
つことはたいへん重要ではありますが、「環境問題の解決」という根本にある軸をずらすことな
く、初心を忘れずに日々の活動を継続して参ります。
　最後に、環境ロドリゲスのメンバーはとても人柄が良く、お互いに尊敬することができる関
係を築いております。私自身、依存していると思えるくらい大きな存在となっていると思いま
す。これからも環境ロドリゲスをそのような居心地の良い場所となるように持続して参りま
す。

幹事長挨拶
27期代幹事長　伊藤　優真

いとう ゆうま

[Profile]
大学・学部：早稲田大学 創造理工学部
学年：２年生
所属企画：やまなび・ecoSMILE・うみさんぽ・Re-Cover
　　　　　

２
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2. 活動方針の背景・振り返り Review

26期代活動報告
1. 活動方針
26期代幹事は、幹事内での話し合いと昨年度のア
ンケート結果をもとに、「活動の幅を広げ組織を
大きくしながら、メンバーの意見を取り入れ、内
部・外部両方からみた環境ロドリゲスの成長に貢
献する」という目標を設定しました。また、上の
目標をもとに、環境ロドリゲスの課題もふまえ
て、以下の3つの運営方針を定めました。

１：目標をもって活動を行う
２：メンバーが活動しやすい場を提供する
３：質の高い外部連携を行う

2-1 「目標をもって活動を行う」について
この方針を設定した背景には、メンバーの参加意
欲低下という課題がありました。そのため、特に
今まであまり活動に参加したことのないメンバー
の参加意欲を高めるような施策を展開する必要が
あると考えました。そこで26期代では、それぞれ
の活動に参加することに意義を見出せるように、
イベントでの目標・目的の設定とメンバーへの共
有を積極的に実施してきました。 例えば、2024
年度の新歓活動では、「コアメン21人の獲得」「楽
しさと居心地の良さの提供」、今年度の新歓合宿
では、「新たに入ってくる28期を暖かく受け入
れ、交流を深めよう」「現役メンバー同士の仲を
さらに深めよう」などの目標・目的を設定し、メ
ンバーへの共有を行いました。この目標の達成度
に関するアンケートは以下の通りです。

Goals

2-2 「メンバーが活動しやすい場を提供する」に
ついて
この方針を設定した背景には、帰属意識の低下と
いう課題がありました。現在の環境ロドリゲスで
は、活動に参加してくれるメンバーが固定化して
いるため、サークルの発展のためにはより多くの
メンバーに参加してもらうことが重要であると考
えました。そこで、メンバーの意見を取り入れる
ための恒常的なアンケートの設置、適切な仕事の
分担、活動の透明性の向上を意識して運営を行い
ました。この目標の達成度に関するアンケートは
以下の通りです。

5段階で評価してもらったところ、平均値は4.08
でした。この結果から、この方針についてはある
程度達成できているのではないかと感じました。
原因としては、執行部を設立したことでメンバー
の裁量権が拡大したことが大きいのではないかと
考えています。 ただこの結果を見る限り、メン
バーの目線ではまだ達成できていない部分もある
のではないかと思いました。

３

5段階で評価してもらったところ、平均値は3.84
となりました。この結果から、概ね達成できてい
るものの、改善の余地があると感じました。原因
としては、そもそも運営方針自体を知らないメン
バーが多かったため、幹事が統括をしていたイベ
ントに関しては比較的目標・目的の共有ができて
いたものの、それ以外のメンバーへの運営方針の
意識付け、目的意識の発信が不足していたと考え
ます。



今まで同様5段階で評価してもらったところ、平
均値は4.36となり、3つの方針の中で最も高い数
値となりました。渉外局を中心に、今まで課題と
なっていたイベント時期や内容、役割分担の考慮
といった課題が達成できていたのではないかと思
います。また今年はTBSのイベントなど規模の大
きいイベントに参加することができ、環境ロドリ
ゲスの成長につなげることができたと感じていま
す。

アンケートでは上記の結果以外にも、ボランティ
ア面の充実度、コアメンの獲得、適切な仕事分担
などについて意見をいただきました。全体を通し
て、幹事として達成できた部分もありますがまだ
まだ改善の余地はあると感じたので、27期代幹事
には26期代の反省を活かして運営を行ってほしい
と思います。これからの環境ロドリゲスも心から
応援しています！

3. 組織体制 Management
4.活動報告 Report

設立背景は以下の通りです。
・従来の「領域」は幹事とは別の独立した組織だ
ったため、幹事との連携をとることが難しかっ
た。
・「領域」の業務内容は主に総務、広報だった
が、今まで幹事が担当していた渉外、会計につい
ても、円滑に業務を行うためにはより多くの人手
が要ると感じた。
・幹事の仕事の透明化を図りたかった。
・（企画局に関して）ロド内の交流を活発化させ
るため、定期的に内部イベントを開催できる素地
を整えたいと感じた。
・（渉外局に関して）　幹事以外でも外部連携に興
味のある人が渉外対応を行える機会を作りたかっ
た。スケジュールやプロジェクトの進捗、資料共
有のため、1組織として確立させたいと感じた。
 
また、26期代から会計監査を役職として設置し、
管理の強化を図りました。
 以上をふまえた26期代組織体制図は以下の通り
です。

2-3 「質の高い外部連携を行う」について
この方針を設定した背景には、イベントにかける
準備時間の少なさという課題がありました。多く
のイベントが同時期にあると一つ一つのイベント
の質を高めることが困難であり、質を重視した外
部連携の必要性を感じました。そこで、イベント
が重なる時期の役割分担の徹底、イベント時期の
考慮、外部連携における意義の再確認を行いまし
た。この目標の達成度に関するアンケートは以下
の通りです。

４

26期代では、25期代までの領域組織を廃止し、新
たに運営広報局・企画経理局・渉外局の3局から
なる執行部を設立しました。

組織体制の章でも前述したとおり、26期代では、
従来幹事が行っていた企画・会計・渉外を主に各
局で行ったため、この章では26期代幹事として関
わった活動・施策のみに言及します。



・TimeTreeの導入
26期代では、環境ロドリゲスの全体LINEの煩雑
化、イベント日程のダブルブッキングという課題
を解消するため、連絡日程、連絡内容、イベント
日程を共有できるTimeTreeというツールを導入
しました。これにより、全体LINEに一日に何件
も連絡が来て見逃してしまうということがなくな
り、イベント日程についても各組織間で把握や調
整がしやすくなりました。

・目安箱の設置
メンバーの意見を積極的に取り入れるため、環境
ロドリゲスの全体LINEにてGoogleフォームで意
見を投稿できる目安箱を設置しました。また実際
に意見箱に寄せられた意見をもとに運営広報局な
どで話し合いを行い、部室に荷物入れを採用しま
した。

・会計システムの刷新（会計）
詳しくは会計報告にて説明します。

・準企画の承認
「環境×プラスチック」をテーマとする、
Precious Plastic Wasedaという準企画の承認を行
いました。この準企画は現在28期が中心となっ
て、商品の製作・販売やワークショップへの出展
を行っています。

・全体会実施の決定
あるメンバーから、環境ロドリゲスの会則につい
て、現在では適用されていないものが多いという
意見をいただき、幹事で検討した結果、規約変更
について話し合うために全体会を実施することを
決定しました。全体会は8月に行い、統括は運営
広報局が担当しました。今回の全体会の結果、規
約について、「会費を3000円に変更」「副幹事長
の人数を2名に固定」「領域の記述の削除」「執
行部、会計の記述の追加」「企画間交流会と全体
会に分けて記述」となりました。

・ロド座談会の実施
メンバーの帰属意識強化のため、交流と相互理解
を目的とした座談会を8月に実施しました。

５



2. 26期代の方針
冬合宿2024１

○背景・目的
　25期引退後、初の全体イベントとして企画した
冬合宿です。春に新しく28期を迎える前に、26
期・27期の交流を深め、絆を強めるともに、最高
の思い出を作り、新たに入る1年生に「このサーク
ル楽しそうだ！」と思ってもらうことを目的とし
ました。行事続きでストレスが溜まっていたメン
バーが多いため、癒しの場として、大自然に囲ま
れ、幾千万の歴史が眠る日光・那須エリアを選び
ました。

○内容
　全日程、観光中心でした。ややハードスケジュ
ールではありましたが、参加したメンバーは狙い
通り、濃密な時間を過ごし、絆を深め合うことが
できました。振り返ってみると、この冬合宿をき
っかけに、26期・27期は非常に親密になったと感
じます。

企画経理局
1. 活動理念
「ロドを、楽しいサークルに。」

　環境ロドリゲスは、環境保全団体である前に、
学生が集うサークルです。サークルは、学生にと
って授業やバイトを頑張るモチベーションとな
り、新しい発見や学び、そして最高の仲間とかけ
がえのない思い出を作る場であるべきです。以前
から内外に「お堅くて真面目なイメージ」が強く
定着していたこのサークルを、大学生らしい最高
に楽しいサークルにしたいという考えのもと、初
代企画経理局が活動を開始しました。
今期の活動方針を端的にまとめると、以下の3点で
す。
 
・ロドを大学生らしいサークルにする
 ・交流の機会を増やし、友達を作る場を提供する
 ・一生に一度の思い出を作ってもらう

この方針に基づき、全体合宿、新歓企画、企画間
交流会などの企画を行い、各企画の会計も担当し
ました。

Philosophy

Policy

６

2024年2月13日～15日 18名日光・那須

Event Planning & AccountingEvent Planning & Accounting



２ ３新歓合宿2024 夏合宿2024
2024年6月29日～30日 50名河口湖

山中湖
2024年9月5日～7日 13名熱海・伊豆

７

○背景・目的
　新しく入会した28期を暖かく迎え、このサーク
ルでの居場所を見つけてもらうことを目的としま
した。スローガン「はじめてのキミと、あらため
てキミと」を掲げ、新歓期で築かれた先輩後輩の
縦のつながりを強化し、さらに同期同士の横のつ
ながりを深めることを目標に企画しました。

○内容
　富士山の麓、河口湖・山中湖を舞台に、初日の
クイズ大会やオリエンテーリング、2日目の体育祭
を同じチームで競い合い、総合得点で優勝を目指
すバトル形式で交流を深めました。大規模なイベ
ントとなりましたが、局員の協力と緻密な計画が
功を奏し、無事に成功しました。チームが異なる
メンバーとも、バーベキューや花火大会、部屋割
りなどで交流の機会を設け、縦横のつながりがし
っかりと築かれたのではないかと思います。

○背景・目的
　26期最後の全体合宿、26期代最後の企画間交流
会として夏合宿を企画しました。大学生らしい夏
休みとして海が臨める熱海・伊豆エリアを選びま
した。

○内容
　完全に観光の日程です。ハードスケジュールで
あった冬合宿の反省を生かし、ゆったりとより長
くメンバーと接する時間を作ることを心がけまし
た。海で泳いだり、カードゲームをしたり、肝試
しをしたりと思い思いの時間を過ごし、26期代最
後の合宿を素敵な思い出にできたと思います。



４ その他

８

その他、余白の関係で紹介しきれなかったイベン
トを以下に挙げます。
・新歓BBQ [2024.4.21 / 40名 / 東京都墨田区]
・新歓ハイキング [2024.5.12 / 23名 / 東京都高尾
山]
・ロド内プレゼンコンテスト [2024.6.21 / 20名程
度 / 学生会館]
・ロド座談会 [2024.8.05 / 15名程度 / 学生会館]

５. 27期代の展望

　長期休みに冬合宿・夏合宿を企画し、2ヶ月に一
回のペースで企画間交流会を開催します。
レクリエーションや交流に重きを置いたイベント
を充実させることで環境ロドリゲスのサークルと
しての側面を強化します。また経理に関しては、
会計監査と協力し、活動参加に応じてできるだけ
多くの人に平等に還元されるよう、資金を運用し
ます。



 25期代から徐々に外部の方々と関わる機会が多
くなり、26期代が近づくにつれて機会が急増した
ことから、渉外専門の部署をつくる必要性を感じ
て、設立に至りました。設立方針・役職等が定ま
っておらず、役割分担やタスクの配分等、全て手
探り状態での運営でした。そのため、トップダウ
ン型の意思決定も多く、タスクの配分も適切に行
えませんでした。局員各自のコミット具合にも差
がありましたが、全メンバーが無理のないペース
で参加してくれました。少しでも関わってくださ
ったことに感謝です。

公開ロドゼミ

 地球を笑顔に
 する広場

2024年5月6日 16名学生会館

2024年5月5日

2. 活動方針の背景・振り返り Review

渉外局
1. 活動方針

方針は定めず、自由に活動を行っていました。

Goals

９

１
○背景・目的
 環境ロドリゲスの活動に誇りと自信を持って活動
してほしいという想いから開催。

○内容
 様々な側面からロドの活動の社会的意義について
分析し、それをセミナー形式のイベントとして開
催しました。このイベントでは、ロド以外の方も
参加してくださり、外部発信の一歩目を踏み出せ
たイベントになったと信じています。

２
○背景・目的
 TBSホールディングスの社員の方々との交流や出
展を通してメンバー同士の交流を深めながら、廃
材活用を通して環境意識の普及啓発を図る。

○内容
 TBSホールディングスが主催している『地球を笑
顔にする広場』というイベントに、Re-Coverの廃
材活用レジンアクセサリー制作のコンテンツを活
用して、ワークショップを出展させていただきま
した。当日は非常に多くの方にワークショップに
参加していただくことができました。また、この
出展を契機として、定期的な交流会への参加や、
出展ができるようになりました。

19名赤坂サカス広場

Public RelationsPublic Relations



ICU SDGs推進室
交流会

2024年2月17日

４TBS 社内見学会
2024年2月9日 11名TBS本社

３
○背景・目的
 TBSのサステナブル活動『地球を笑顔にするアク
ション』のメンバーや社員の方々との交流。

○内容
 TBSホールディングスとの連携の始まりは2023年
12月20日に学生会館で行なったミーティングで、
本社を見学させていただきたいと申し出たとこ
ろ、快く受け入れてくださいました。このイベン
トでは、TBSが取り組んでいるサステナビリティ
の活動の紹介や、スタジオや生放送の現場も見学
をさせていただきました。 

10

○背景・目的
 ICU SDGs推進室のメンバーとの親交を深める。

○内容
 前半はICUのキャンパスツアーを行なっていただ
き、様々な施設や活動を紹介していただきまし
た。後半は早稲田に移動して参加者全員でワセメ
シを食べ、早稲田大学内で活動紹介とお話を楽し
みました。

3名ICUキャンパス



渉外局タコパ７エシカルエキスポ
遠足

2024年5月25日 3名渋谷ストリ
ームホール

５
○背景・目的
 同分野で活動をしている外部の方々との交流。
○内容
「エシカル」な活動を行なっている様々な組織・企
業が出展している、展覧会のようなイベントに参加
してきました。同時にピッチコンテスト等も開催さ
れていて、大きな刺激となりました。

2024年9月18日 4名学生会館

キリンホールディ
ングス勉強会６

11

○背景・目的
 渉外局メンバー同士の交流を深める。
○内容
 普段は真面目な活動が多いので、息抜きとして、た
こ焼きパーティーを実施しました。関係性を向上さ
せることで生まれる相乗効果を狙うとともに、美味
しいたこ焼きづくりを楽しみました。

2024年2月28日 6名新宿

○背景・目的
 同分野で活動をしている外部の方々との交流。
○内容
 キリン様の環境の取り組みについてインプットす
る勉強会を催していただきました。終始歓談のよう
で、緊張感も薄く良い雰囲気でした。国内だけにと
どまらず、国外でも活躍していることを知り、飲料
メーカーとしての社会的責任について理解すること
ができました。

５. 27期代の展望

 渉外局の今後の展望としては大きく3つありま
す。
1つ目、私たち環境ロドリゲスが環境イベントを主
催し、多くの人に環境問題について考えるきっか
けを与えることです。年内に動き始めて、来年の
夏に開催しようと思っています。
2つ目、メンバーがやりたいことを可能な限り実現
させることです。常に、メンバーの意見を積極的
に聞き、一人一人が輝いて活動できるようにしま
す。
3つ目、メンバーが成長する機会を最大化すること
です。誰でも気軽に情報交換や意見交換ができる
LINEグループをつくり、メンバーの選択肢が広が
る場をつくります。



 運営広報局では、学校のイベントや組織運営、広
報を担当しています。上記の運営方針のもと、メ
ンバーの意見を良く聞くことを意識し、居心地よ
くミーティングやイベントに参加できる環境を目
指しました。

新歓活動
2. 活動方針の背景・振り返り Review

２
2024年3月～ 26名早稲田大学

日本女子大学

１
2024年9月23日 62名　早稲田大学

運営広報局
1. 活動方針

「①メンバーが活動しやすい環境を提供する」
「②ロドリゲスを内部から盛り上げ、支える」

Goals
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○背景・目的
 これから一緒に活動する新たなメンバーを増やす
こと。

○内容
 新歓統括を募り、新歓チラシや新歓冊子の作成、
ビラ回収など、新歓の準備・運営を行いました。
今年の新歓は、各企画コアメンバーを3人（3人×7
企画=21人）獲得することを目標にし、そのために
「楽しさと居心地の良さの提供」を意識して新歓に
取り組みました。その結果、2024年5月末時点で約
70名の新しいメンバーが入会してくれました。

 地球感謝祭

○背景・目的
 企画を超えてメンバー同士が交流を深めながら、
お客さんに環境問題に興味をもってもらえるきっ
かけをつくること。
 
○内容
 6班に分かれて子供向けの出展を行いました。
6月頃から27期・28期を中心に準備が進められ、
着々と企画が形になっていきました。
また、ロドリゲスの全ブースを回ってもらう工夫
として、27期メンバーの提案で手作りの木製メダ
ルを景品として用意しました。当日は出展も景品
も好評で、訪れたお客さんに楽しんでもらえる素
敵なイベントになりました。さらに、企画を超え
てメンバー同士の交流も深まり、とても有意義な
時間となりました。

Management & InformationManagement & Information



ロド通信５
毎月

○背景・目的
 他企画や他局の近況、メンバーについての理解を
深め、興味をもってもらうこと。

○内容
 26期代でも、2ヶ月間の活動をまとめたサークル
内部冊子、「ロド通信」を発行しました。
ロド通信では、各企画の進捗、各局の進捗、幹事
の進捗、会計報告、目安箱の回答、お楽しみコー
ナーなどを掲載しました。自分の所属していない
企画や局の近況を知る良い機会になっていたと考
えています。また、ロド通信発行後に実施した振
り返りアンケートの結果をもとに、写真の多さや
文字数、文字の大きさなどに配慮するなど、読ん
でもらいやすくなるような工夫をしました。

ロドド３
2024年6月～

○背景・目的
 メンバーについての理解を深めること。
 
○内容
 新入生にメンバーについてもっと知ってもらうた
めに、自己紹介カード「ロドド」を発行しました。
趣味や特技など、お互いについて知る良いきっかけ
になりました。ロドドの情報をもとにメンバー同士
の交流も深まったと考えています。
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ロドT作成４
2024年６月

○背景・目的
 イベント出展などで、環境ロドリゲスの象徴とな
るものをつくること。

○内容
 今年度もロドＴシャツを販売しました。組織とし
ての一体感が生まれ、団体への帰属意識が高まる
ことを期待し、幹事や運営広報局員と相談して作
成に取り組みました。販売にあたり、ロド内でTシ
ャツのデザインコンテストを実施し、投票で選ば
れたデザインをTシャツにしました。外部のイベン
トに出展した際には、ロドＴシャツが環境ロドリ
ゲスというサークルの存在を知ってもらうための
宣伝ツールとして機能していたと考えています。

５. 27期代の展望
 第一に、企画間の交流を増やし、ロドリゲスの、
サークルとしての結束を強めたいと考えていま
す。今のロドリゲスは企画ごとに独立した状態で
あり、全体での交流は合宿や早稲田祭などの大き
なイベントに限られています。普段の活動から企
画間の交流を積極的に行うことでメンバーの仲を
深めるだけでなく、お互いの企画の活動を理解し
良い刺激を与え合うことが目標です。
第二に、自分たちが環境問題についてもっと詳し
く学べる機会を作っていきたいと考えています。
ボランティアは実践活動が多く、問題に直接肌で
触れる機会は多いですが、その問題がなぜ起こっ
ているのか、なぜ解決しなければいけないのか、
サークルメンバー全員が真に理解しているとは言
えない状況にあると思います。環境問題への理解
を伴って活動することで、ボランティア活動によ
り深みを持たせたいと考えています。
ボランティア活動の基盤となるサークルの結束力
を高め、それぞれが環境問題を深く理解し、活動
からより多くを得られるよう、一年間務めて参り
ます。よろしくお願いいたします。



A few words

Policy

(3)交通費申請制度
 当サークルでは、これまでの多くの期代で収入
が支出を上回っていました。当サークルは非営利
団体であり、黒字を目指すのではなく、いただい
た資金を組織の拡大や活動の充実に積極的に活用
することが大切だと考えています。収入源は会費
や補助金、謝礼金、物品販売が主でしたが、これ
までは会員の個人的な出費に対して補助がありま
せんでした。しかし、活動に参加しない理由とし
て金銭的負担を挙げる会員が多かったため、会員
がより参加しやすくなる制度が必要だと感じてい
ました。そこで、今期代より、遠征などサークル
活動における交通費の2割を支給する「交通費申
請制度」を導入しました。全額補助では会費に対
する還元が大きすぎるため、2割支給としまし
た。この制度は、会員への還元と活動への参加ハ
ードルを下げることを目的としています。

26期代会計報告03
1. ご挨拶
 みなさま、こんにちは。26期代で会計を務めまし
た江村叶です。先輩方から引き継いだ大切な資金
を充実して運用することを目指して、1年間活動し
てまいりました。支えてくださった皆さまに、心
より感謝申し上げます。この章では、26期代にお
ける総収支および省察と課題について私からご報
告し、続いて27期代会計の浦本から、27期代の会
計方針をご説明いたします。

2．26期代会計方針
 26期代では、従来の会計システムを大きく変更
し、新しい体制を導入しました。会員の会費や謝
礼金など、さまざまな資金の運用をより正確に、
平等かつ透明性をもって行うことを目標に、以下
の3つの新システムを導入しました。
(1)　会計監査の設置・資金の共同運営
 これまでは当サークルの資金すべてを会計1名が
担当していましたが、活動の多様化に伴う収支の
増加や、返金への迅速な対応が難しく、ミスを発
見しづらいという問題がありました。そこで、会
計業務に携わる人員を増やすため、「会計監査」
という役職を設けました。会計監査は、単なる監
査だけでなく、会計処理や返金作業などの補佐的
業務も担当しました。
(2)　資金申請制度
 資金申請制度とは、サークル活動内で資金を使用
する際に「資金申請書」を提出し、会計の承認を
得てから資金を適用する制度です。前期代の反省
として、会員の金銭意識が低下しているという課
題がありました。出費に対して十分な検討をせ
ず、「後でお金が出るだろう」という安易な考え
が広がり、不必要な出費や活動計画の不備が目立
っていました。しかし、この制度を導入すること
で、1つ1つの出費に会計の承認を得る必要が生
じ、資金の使用が適切に行われるようになりまし
た。さらに、出費がすべて申請書にまとめられる
ため、会計業務の正確さも向上しました。

 26期代の総収支明細を、章末の表4.1に示しまし
た。今期代の総収入は1,047,191円で、前期代より
15％増加しました。一方、総支出は1,025,863円
で、前期代より28％増加しました。したがって、
収支は21,328円の黒字となりました。ただし、今
期代ではRe-Coverの口座を合併したものを収入と
して計上しているため、実質的には支出の方がや
や大きいと考えられます。全体的には、早稲田祭
の出展が悪天候の影響で予想よりも収入が少なか
ったことが主な赤字の要因となりましたが、総じ
てバランスが取れていたといえます。

3．収支概要
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5. 27期代の展望
 26期代を経て活動人数や活動場所、機会が大幅に
増加しました。また、27期代幹事に求めるものと
して内部充実が最も多いという結果になりまし
た。このことから、資金を使う場面が増えること
が予想されます。それに加え、外部と連携して活
動を行うことも多くなってきています。以上よ
り、27期代ではより厳格で適切な資金運用が要求
されます。
それらを踏まえ、27期代の方針として
　
　(1)まめな記帳で現金預金管理を効率的に
　(2)メンバーへの還元を最優先に
　(3)外部からの信頼を勝ち取る会計 

の３つを目標とします。

 (1)に関しては、現金プールや口座から入出金し
た場合の記帳を徹底します。26期代では不十分で
あった現金出納帳もすべての入出金で記入し、会
計の正確性と効率性を向上させます。
 (2)に関しては、会計監査と連携しできるだけ多
くの人に活動参加に応じて平等に還元されるよう
に資金を運用します。具体的には、交通費などの
参加頻度に比例して負担額が大きくなる項目の援
助を重視します。また、返金方法や交通費支給方
法に関しては従来通り資金申請書や交通費申請書
を利用します。なお交通費は2割支給予定です。
 (3)に関しては、外部からの信頼を得るため、透
明性の高い会計を行います。具体的には、徴収し
た会費、いただいた補助金がどのように使用され
たのかできるだけ細かく記録し、会計監査の二重
チェックの上、決算報告します。
以上の３つの柱を運営方針とし、会計業務を遂行
します。
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4. 省察と課題

 今期代は、Re-Coverの口座合併を除くと支出が若
干多い結果となりました。主な増加要因は、レン
タカーや運転保険に関する出費、および手土産代
です。前者は、活動の多様化や、ワークショップ
での機材運搬のために自動車を使用する機会が増
加したことによります。後者は、今期代の幹事の
意向で手土産を経費として計上したためです。こ
れらの増加は不必要な経費ではなく、活動範囲が
広がった結果と考えられます。今後は、支出の範
囲を明確にし、会員への周知を図る必要がありま
す。

 資金申請制度は、設定した目標をすべて達成でき
たと考えています。今後は、オンライン対応など
の改善を加え、引き続き運用していく予定です。

Reflections&Challenges

4.1  総収支に関して

4.2  資金申請制度に関して

4.3  交通費申請制度に関して
 交通費の2割支給は、還元の一環としては機能し
ていました。特に、やまなびを中心とする多くの
会員がこの制度を利用しており、浸透していると
言えます。ただし、2割の支給のみではインパク
トが小さく、活動のハードルを下げるという目標
に十分に寄与できたかは疑問が残ります。今後
は、2割負担が適切かどうか、さらにどの項目に
金銭的補助を設ければ活動へのハードルが下がる
かを検討する必要があります。収支や平等性を考
慮しながら、予算や会員アンケートなどを通じて
検討していきます。

Future outlook
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表4.1　26期代総収支明細 



1. 27期代の目標 2. 環境ロドリゲスの現状 Now

27期代活動方針04
 27 期代幹事は、幹事内での話し合いとメンバー
に対して行ったアンケート結果から、 以下の目標
設定しました。 

① ロドを居心地のいいサークルにする 
② PDCAサイクルの徹底 
③ 環境問題への理解を深める 
④ 企画間で連携を強める 

上記の目標を設定した背景とこれからの方針につ
いては後述します。

 メンバーに対して以下のアンケートを行いまし
た。
 〇27期代幹事に最も求めるものは何か 
[選択肢] (a) 内部充実（企画間交流会、全体合宿、
金銭的サポート、部室整備など） 
(b) 外部連携（他団体との交流やコラボ、企業連携
など） 
(c) 学習会の拡充（知識のインプット、シンポジウ
ム、全体ミーティングなど） 
(d) 発信・啓発活動（SNS運用、登壇イベント、賞
への応募、ポスターなど）
 (e) その他（自由記述）
 〇27期代幹事に二番目に求めるものは何か (選択
肢同上) 
〇27期代幹事に三番目に求めるものは何か (選択肢
同上) 
〇これまでの活動で力を入れてほしいことは何か
（自由記述） 
〇新しく行って欲しいことは何か（自由記述） 

以上の項目について、計25名のメンバーから回答
をいただきました。幹事に求めるものについて聞
く質問の結果は以下のようになりました。

Goals
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(ⅲ)企画間での交流が少ない 
企画間交流も学習会同様、アンケートで複数のメ
ンバーから求められていました。現状では企画関
係なく集まって親睦を深める場は定期的に開催さ
れていますが、それでも他企画の人と話す機会が
少ないことに加え、複数の企画が合同で環境活動
を行うということは極めて少ないです。活動フィ
ールドの多様性は環境ロドリゲスの強みのひとつ
なので、積極的にコラボすべきと考えます。 
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前述した現状課題を踏まえ、四つの目標と目標達
成のための具体的な手立てを以下に記述します。

メンバーへの積極的な声がけ、交流の場の提供に
注力します。特に企画間交流会については、二ヶ
月に一回の開催を目標としています。 

① ロドを居心地のいいサークルにする 

3. 目標達成のための具体的な手立てWay

② PDCAサイクルの徹底 
各企画長に企画やイベントごとに目標の設定と振
り返りを徹底するように伝達します。幹事は普段
の活動を監督し、必要があればこの流れを促しま
す。

 ③環境問題への理解を深める 

環境問題についてのシンポジウムを何度か開催
し、インプットとアウトプットの時間を設けま
す。そこでは、外部講師や環境ロドリゲスのOBを
招き、ひとりひとりが環境問題についての知識を
得るのと同時に、自身の持っている意見を交換し
合います。

これらのことを幹事、企画長、そしてメンバー全
員が継続的に意識することにより、目標を達成し
たいと考えています。

④ 企画間で連携を強める
年４回を目標に全企画が集まるミーティングを開
催し、互いの企画について情報を共有したり、活
動を理解したりする場を設けます。それにより自
分の企画や活動を結び付けて、コラボしたり派生
させたりするアイデアを生みます。 

(ⅰ) 目標の設定と振り返りができていない 
現状の環境ロドリゲスでは、どういう目的・意味
があるのかあまり意識されないという課題があり
ます。25期、26期では活動のフィールドを広げて
参加するイベントの数も増えましたが、これらの
意識がなければ次へ活かすことができず、活動の
意味が薄くなってしまいます。

最も多いものは「内部充実」という結果になりま
した。サークル内イベントの充実、金銭サポート
や機材など活動基盤の整備を望むメンバーが多い
と考えられます。同程度注目すべき項目が、学習
会の拡充です。この項目を最も求めるというメン
バーが内部充実を求めるメンバーと同数で一番多
くなっています。このことから、今までのように
現場に行ってボランティアをするだけでなく、学
びに重点を置いたイベントも求められていること
が分かります。次点で他団体との交流や企業と関
わる外部連携が多く求 められています。力を入れ
てほしい活動、新しくやって欲しい活動では、ど
ちらも勉強会に関する意見 が複数出ました。ま
た、企画間での交流をもっと増やしてほしいとい
う意見も多かっ たです。 幹事内で話し合った結
果、サークルの現状の課題として主に以下の三点
が挙げられました。

(ⅱ) 知識インプットの機会が少ない
先ほどのアンケート結果のように、学習会の開催
を求めている人が多いのにも関わらず、現状では
現地の活動に比べて学びに重きを置いた活動が少
ないです。学習機会の減少は活動の目的意識の低
下にも繋がります。



内容

各企画活動報告05

活動理念 今年度の方針 活動概要
今年の活動 今後の展望
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活動理念

１

「環境×里山」やまなび
やまにまなび、やまをナビする

27期代の展望Philosophy

26期代の方針
「各活動の参加人数を増やす」「活動範囲を広
げる」

Policy

Future Outlook

独歩の森ボランティア
#独歩の森　#森林整備

［背景］かつて日本女子大学に在籍していたメンバ
ーの紹介により、日本女子大学で教授を務められて
いた田中雅文さんが代表である「武蔵野の森を育て
る会」というボランティア団体の活動に参加させて
いただくことになりました。

［目的］武蔵野市に残された貴重な緑地の保全を通
して、自然環境の保護について学ぶこと。
地域の保全団体や学生団体とともに活動すること
で、同じビジョンを共有し、その地域の現状につい
て共に考えていくこと。

活動概要 Overview
26期代では、25期代で進めていった活動頻度の
増加と活動内容を多様化する方針を定着させつ
つ、各イベントにおけるメンバーの参加人数の
増加を図りました。
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27期代では「里山の環境問題解決に貢献する」
というやまなび発足当初の目的を受け継ぎつ
つ、二つの方針を掲げます。
一つ目は従来の森林整備だけでなく広い視野を
もって里山に向き合うことです。今年度12月に
プレゼンコンテストを通して里山に関連した環
境問題について理解を深め、全体で目的意識を
持つことを目指しています。
二つ目はイベントを増やし、仲良く、楽しいや
まなびを作ることです。具体的には、活動とは
別に月に１回ほどのペースで仲を深めることを
目的としたレク・イベントを開催することを目
指します。皆さんこれからのやまなびに期待し
てください！！！

武蔵野市境山野緑地月に１度　第２日曜日
もしくは第４日曜日

5名程度

［内容］緑地内でのごみ拾いの他、森林環境の整
備のための間伐、除草、低木剪定、外来種駆除な
どを行います。また、竹の間引きやどんぐり拾い
など季節ごとに活動内容が異なります。10月の活
動では、独歩の森を活用した子供たち向けの体験
型イベントも行いました。



長柄町訪問

長期休みを利用して冬に１度
夏に２度訪問

２

３

［背景］NPO法人「ふるさとネッツ」で理事を務められ
ている井上源太郎さんの活動に、森林整備やセルフビル
ドのお手伝いとして参加させていただいています。

［目的］２日間の森林整備を通して、より本格的に森林
整備に取り組むことや、井上源太郎さんの他、地域おこ
し協力隊などその地域で活動されている人々の声を聞
き、里山の抱える課題について理解し、その解決策につ
いて考えていくこと。

#放置竹林　#地域活性化
千葉県長柄町

吉見町ボランティア
#地域活性化　#里山

月1回程度 埼玉県吉見町

［背景］昨年、早稲田大学OBであり、吉見町で地域プロ
ジェクトマネージャーを務めている坂本明さんよりやま
なびと吉見町で連携して何かできないかという旨の連絡
をいただいたことがきっかけで始まった活動です。

［内容］森林内での間伐の他、除草、低木剪定、シイタ
ケ栽培、薪割りなどを行います。また活動終了後に、坂
本さんに吉見町内での名所の案内をしていただいたり、
地域で里山問題について活動している人たちを紹介して
いただいたりしています。
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［内容］基本的な活動としては、１日目はセルフビルドで
建てられた家周辺の森林の整備、去年の災害によって倒れ
た木や川に流された流木の除去などを行いました。２日目
は井上源太郎さんの知り合いの方の家まで訪問し、裏山の
整備や竹を用いた工作などを行いました。

12名程度

5名程度



高尾の森でのボランティア活動４
#低炭素社会　#生物多様性

月1回程度 高尾の森自然学校

［背景］25期代より始まった活動です。セブンイレブン記念
財団と東京都との共同事業として、高尾の森自然学校が行っ
ている森林の保全事業に、ボランティアとして参加させてい
だたいています。

［目的］八王子の貴重な森林を守り、低炭素社会の実現や生
物多様性の保全を目指すこと。
東京都内という比較的メンバーが通いやすい距離にある場所
で、本格的な森林整備について経験していくこと。

［内容］高尾の森の活動は
①森林整備活動がメインである「森のお手入れボランティ
ア」②半年に１度くらいに自然学校の方で開催される子供向
けのイベントに、出展者側として参加すること
の大きく２つに分かれます。
イベントでは例として、4月に実施した森の音楽祭で楽器作
りのワークショップや演奏会などを行いました。

22

5名程度



夏鯖江ゆるりん2024
#環境教育　#めがねのまち１

［背景］10年以上お世話になっている『ユーカルさばえ』様と協同で鯖江市の子供たちに向けて　
　毎年春・夏の2回行っているecoSMILEの恒例行事です。1度コロナ禍を挟み、オンラインでの
　実施を行いましたが、2023年夏から対面形式でイベントを開催しています。
［目的］鯖江市の小学生に向けて、環境問題について興味をもってもらうきっかけを作る。
［内容］2日目の8月18日に1日開催で3種類の環境教育プログラムと学習支援を実施しました。
「フードマイレージ」：食料を取り寄せる距離が遠いほど環境負荷がかかることを模したアクテ
ィビティを作り、実際にエネルギーが必要であることの体験をしてもらいました。
「外来種」：オリジナルのすごろくを用いて授業を行いました。すごろく内では外来種ポイント
の有無で順位が決まり、クイズにて逆転できる仕組みを作りました。
「森林破壊」：竹のカスタネット作りをメインテーマとし、放置竹林や耕作放棄地についての授
業を実施しました。
以上のテーマでそれぞれ60分、それぞれにアクティビティを催すことで楽しみながら学んでもら
うことができました。
また、鯖江市長の佐々木勝久さんにご挨拶をするとともに、2日間にわたり、地元の方と農業体
験も行いました。

27期代の展望

福井県鯖江市「ユーカルさばえ」

活動理念

26期代の方針

活動概要

15人

「環境×教育」ecoSMILE

2024年8月17日～20日

環境教育を通して、持続可能な社会を形成する
人物を育成する。

26期代ecoSMILEでは『オンラインと対面の両
立を図り、より多くの子供たちと触れ合う』と
いう事を目標に「コロナ後におけるイベントの
円滑な引継ぎ」、「出前授業の復活」、「フィ
ードバックの徹底と子供に好かれる環境作り」
を掲げ、活動してきました。

Philosophy

Policy

25期代にて、対面での出展が多くなってきた機
を逃さずに方針の1つである円滑な引継ぎを行
い、26期代ecoSMILEでは1ヶ月に1回以上の出
展ペースを維持することができました。また、
出張授業や夏鯖江ではメディアに取り上げても
らうことができ、飛躍した1年となりました。

学校への出張講義を増やして、子供たちとの関
わりを増やしたいです。
また、小さい子ども達だけではなく、中高生や
大学生に向けた授業を実施できるよう学びを深
めていきたいです。

Overview

Future Outlook
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２

３
2024年6月5日

８人

こども霞が関見学デー
#環境教育　#環境省

［背景］昨年に引き続き『環境省環境教育推進室』様と合同で企画を行い、出展いたしました。
［目的］本イベントに参加する子どもたちに、実際の環境問題について知ってもらう。
［内容］現在の私たちに一番身近な環境問題であるフードロスについて、現状の報告や家で出来
る不可食部を用いた掃除方法などをまとめた資料を製作し、配布をしながら環境教育を行いまし
た。2日目では、1日目での反省点を踏まえ、実際の野菜の具体的な重さをクイズ形式で尋ねたり
好きな食べ物についてのお絵かきをしたりといった子供に飽きさせない形式を臨機応変に取り入
れることができ、食についての理解を深めてもらうことができました。

2024年8月7日、8日 環境省

出張授業
#ネオキャリア　#マイクロプラスチック

［背景］『株式会社ネオキャリア』様に西新宿小学校の校長につないで
いただき、環境の日に合わせて環境教育プログラムをさせていただけ
ました。また、新聞で取り上げてもらい、興味を持った早稲田小学校
の方でも実施する運びとなりました。
［目的］小学校4年生を対象にマイクロプラスチックについて学んでも
らう。
［内容］プラスチックと共存するという答えのない問題についての環
境教育プログラムを実施しました。生物濃縮にまつわる鬼ごっこを交
えて私たちに起こっている影響について学んでもらいました。子ども
たちの感想には身近に感じることができたというものがあり、私たち
の生活の一部となっているプラスチックについて、考えてもらうきっ
かけを与えることができました。
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西新宿小学校、5人 2024年7月10日 早稲田小学校、6人



４

５ ６６

４人

11人

４人

［背景］普段から懇意にさせて頂いている『こどもエコクラ
ブ』様と共同でオンデマンドにて講座を開くことになりまし
た。
［目的］オンライン開催のため、多くの子供たちにフードロス
について知ってもらう。
［内容］家の中にある消費期限・賞味期限を探してきてもらう
ことでオンラインでも体を動かしてもらうように工夫を凝らし
ながらフードロスについて学んでもらいました。オンラインで
も率先して意見を言ってもらうことができ、和気あいあいとい
った雰囲気で一方通行ではない授業をすることができました。

西早稲田こども天国
#早稲田　#コラボ

［背景］早稲⽥地域での⼦ども向けのイベントを
より盛り上げるために出展に⾄りました。
［目的］メンバーと子どもたちが一緒になって楽
しく自然に触れ合ってもらう。
［内容］初めてのやまなびとコラボした企画で、
実際の木とツタを使ったわなげのブースを出展し
ました。あいにくの小雨と寒さでしたが、200人を
超える子どもたちが来場し、自然のわなげに驚き
ながらも楽しんでもらうことができました。

2023年11月26日

オンデマンド講座
#オンライン　#フードロス

2023年12月16日 学生会館

25

無料学習会
#紙芝居　#エコ

［背景］新歓の時期に子供と触れ合うイベントが無
いため、子ども食堂などを運営している『こども
ば』様に連絡を取り、小学校4~6年生が放課後に宿
題などを行う無料学習会にて実施に至りました。
［目的］子どもたちに日頃の生活を振り返ってもら
う
［内容］日頃の生活の一部分を切り抜いた紙芝居を
製作し、その場面でどのように行動すべきかを考え
てもらいました。子どもたちの数が10人程度と少人
数で行ったため、一人一人にフォーカスを当てるこ
とができ、普段のエコな活動について知ってもらう
きっかけを作ることができました。

2024年5月14日 目黒区役所中央児童館大隈通り



国立オリンピック記念青少年総合センター ７人

16人

［背景］昨年の交流を引継ぎ、どんぐり拾い隊と
いうイベントに合わせた出展を実施しました。

［目的］26期代最後として子供と触れ合っても
らう。

［内容］クマ、どんぐりに関するパネル展示とど
んぐりを使った置物制作を行いました。こだわり
が多い子もたくさんいて、とてもにぎわいながら
出展することができました。26期代最後という
事もあり、解散式も学生会館にて行いました。

2024年10月13日 野毛山動物園

７ ドングリを使ったものづくり会
#ドングリ　#解散式
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全国フェスティバル2024
#こどもエコクラブ　#

［背景］『こどもエコクラブ』様が毎年開催して
いる総会で、スタッフとして協⼒しているイベン
トです。

［目的］全国の小学生の発表の場の緊張をほぐ
す。

［内容］総会の開会式でのアイスブレイクや子ど
もたちが行う発表の場のファシリテーターを務め
ました。
環境に対して行動している多くの小学生と交流す
ることができ、私たちにとっても良い刺激になり
ました。

2024年3月24日

８



［背景］普段からお世話になっている『エコギャラ
リー新宿』様からのお誘いを受けて出店に至りまし
た。

［目的］メンバーと子どもたちが一緒になって楽し
く自然に触れ合ってもらう。

［内容］「西早稲田こども天国」で行ったわなげを
実施しました。初めて子どもと触れ合うというメン
バーがいて、終始和やかな雰囲気をまとった出展で
した。新宿を拠点に活動している団体の出展もあ
り、交流を深めることも出来ました。

春鯖江ゆるりん2024

福井県鯖江市「ユーカルさばえ」

10人

12人

27

新宿エコライフまつり

2024年6月1日 新宿中央公園

#エコギャラリー新宿　#出店
９

［背景］夏鯖江と同様

［目的］夏鯖江と同様

［内容］本イベントでも夏と同様に3種類の環境教育プ
ログラムを実施しました。
「木材工作教室」：カスタネットの端材を使って海洋生
物に見立てた工作体験を行いました。
「フードロス」：オンデマンド講座で行った内容のリメ
イク版を行いました。
「クイズ大会」：〇×クイズや三択クイズ、海洋生物鬼
ごっこなど体を動かす物中心に実施しました。

2024年3月2~5日

#環境教育　#めがねのまち
10



「環境×海」うみさんぽ

活動概要
海、川などの水圏環境の保全に向けたボランティ
ア活動をしています。海岸や河川の清掃活動のほ
か、外来生物の駆除活動も行っています。活動で
成果をあげるだけでなく、私たち学生がボランテ
ィアとして活動している姿を外部の方々に見ても
らうことで、環境を意識する人の輪を広げること
を目標としています。

Overview

①学びを重視する実地活動へ
 うみさんぽマップや活動資料の作成を通して野外
活動の記録の充実と可視化を図り、一回一回を学
習と復習ができる“教科書”のように活かしていき
ます。“対策としての野外活動”から“情報源として
の野外活動”への転換を目指します。
②実績を作るための組織作り
 規模と活動の幅を広げ続けるうみさんぽにおいて
外来種をはじめとした様々な活動でチームを形成
し、“活動の個別化と組織化”を目指します。組織
全体よりも機敏性が高くメンバーの能力や向上心
を向ける場となるチームは、活動実績の増加につ
ながると考えております。
③他企画や外部を取り込んだ活動の拡大
　うみさんぽが持つ大きな可能性を活かしてやま
なびをはじめとした他企画合同の活動を企画し、
外部の動きには常にアンテナを張り、外部開催の
活動など可能なものには意欲を持って参画したい
と考えております。

Philosophy

26期代の方針
・活動内容の拡大・充実
・合宿の実施
・他団体との交流の活発化
活動内容の拡大・充実のため、自分たちの企画
の活動を振り返って考え直し、また、自分たち
が問題をしっかりと理解することができるよう
に努めました。また、25期代より築いてきた他
団体とのつながりを深めることに加え、新たな
つながりを作り、学生ボランティア同士で協力
し合えるコミュニティを作ることを目指して活
動しました。
 26期代うみさんぽは、活動参加者数に悩まされ
ながらスタートしました。まずは活動参加者数
の確保と定着を図るため、イベントに遊びの要
素をつけて参加者が楽しめる環境を作ることに
努めました。現在では一年生もたくさん入り、
イベントもとてもにぎやかになりました。うみ
さんぽとして初の合宿の実施を一番の目標にし
てきたので、達成できたことを嬉しく思ってい
ます。以降の代にも合宿を引き継げるように、
来年度も力を尽くしていきます。

Policy

27期代の展望 Future Outlook
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活動理念
学生の立場から海洋環境問題に取り組むことで、
日々の環境意識を高める



１

［内容］
 うみさんぽ発足以来初めての合宿を行いました！初めての試みということで、今回は近場の三浦半島を
合宿地に選びました。
一日目は城ヶ島で観光や海鮮丼を楽しみました。観光を通じて、一見綺麗に見える景色の中にも多くの
海洋ゴミがあることを目の当たりにするとともに、今より少しでも綺麗な海を次世代に残したいという
気持ちが強まりました。
二日目は三浦海岸でビーチクリーンを行いました。三浦海岸はかなり漂着ごみが多く、ペットボトルや
缶、ビニールのほか、発泡スチロールやプラスチックカゴなどの大きなものもたくさんありました。今
回のビーチクリーンでは、海水浴に来ていた小学生が声をかけて海で見つけたゴミを渡しに来てくれる
という出来事がありました。ビーチクリーンをしていると、自分たちはどれだけ問題に貢献できている
のだろうか、と虚しさを感じてしまうこともありますが、自分たちの活動は少しでも誰かの意識を変え
るきっかけになれているのかもしれないという嬉しさや勇気をもらえた出来事でした。どれだけゴミを
集められたか、という成果だけを見るのではなく、自分たちの姿を誰かに見てもらうことも意識して活
動していきたいと思います！

［目的］
①長期休みを利用して遠方の海岸でビーチクリ
ーンを行い、日本全国の海洋プラスチック問題
の現状を考える
②メンバー同士の交流を通じて仲を深める

うみさんぽ合宿
#合宿　#交流

2024年 ８月８日、９日 三浦半島

［背景］
 長期休みを利用して、普段は行くことができない
海岸のビーチクリーンを行ったり、他地域の水圏
環境問題への取り組みを学んだりする機会を作り
たいということで、これからも毎年継続的に行え
る合宿を創ろうとメンバーたちと企画しました。

29

８人



ビーチクリーン

［内容］
 二か月に一度のペースで、毎回違う海岸に足を運んでビーチクリーンを行いました。海岸ごとのごみの
特徴や、どんな場所にゴミが多いか、それはなぜなのか振り返って考察し、次の活動に活かせるよう心
がけています。今後はさらに分析を深め、資料として残すことを検討しています。
SNSでの発信にも力を入れ、Instagramでうみさんぽの活動を見た人たちが「自分たちも行ってみたい」
と興味を持てるような活動を目指しています。

２

［目的］
①海岸清掃で海洋ごみ問題の解決に貢献する
②東京周辺の海岸を清掃し、海洋ごみ問題に直接
触れることで自分たちが生活している地域の問題
の現状を理解する
③活動の様子を見せることで、地域の人に環境問
題を意識してもらうきっかけとなることを目指す

［背景］
 自分たちの住む周辺の地域の海岸の海洋ごみ問題
の現状を実際に現地に行くことで理解し、また、
その様子を発信することでビーチクリーンに興味
を持つ人を増やしたいと考え、昨年度より活動頻
度を増やして行いました。

#ビーチクリーン　#小さなことからコツコツと
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2023年                 由比ヶ浜　12人
鵠沼海岸　18人
三浦海岸　8人
葛西海浜公園　14人

12月23日
6月9日
8月9日  
9月19日                

2024年



ミズヒマワリ除去活動３

［内容］
 アメリカンレーキなどの農具を用いて、川の水面に繁茂した外来植物のミズヒマワリを岸に引き上げ、
乾燥させる作業を行いました。ミズヒマワリの重みで引き上げる作業は非常に体力を要するものでした
が、メンバーと協力して楽しみながら作業をすることができました。また、水草に流れてきたゴミが溜
まりやすく、除去作業の一環としてゴミ拾いも行いました。
　行くたびに元通りになるミズヒマワリに外来生物の繁殖力の強さを思い知らされる日々ですが、今後
も継続的な活動を展開し、根絶を目指して活動していきます。

#外来種　#早起きな生活
2023年10月29日　７人
2024年3月31日　５人

千葉県 香取市 長島新堀

［背景］
 25期代より、東京釣り協会と協力して千葉県香取市
の川で特定外来生物のミズヒマワリの除去活動を行
っています。水面をマット状に覆うミズヒマワリ
は、大規模な繁殖により魚類の成長を妨げ、生態系
に悪影響を及ぼしています。また、この問題は生態
系だけでなく、水路の水流阻害などによって地域の
住民の生活にも悪影響を与えています。

［目的］
①ミズヒマワリ除去活動を通じて、生態系の保全
や地域の環境問題の解決を目指す。
②協会や地元の方との交流を通して、外来種に関
する知識を増やし、現状についてより詳しく理解
することを目指す。
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毎月第三土曜日　

江戸川クリーン

［目的］
①環境活動に参加するきっかけとなる場を提供する
②他団体や地域と連携し、江戸川クリーンやその他の環境活動を共同で作り上げていくコミュニティを
形成する
③ごみ拾いをきっかけとして集まった様々な立場の大学生や地域の人々とのつながり、さらなる環境活
動への参加を促し、環境活動の輪を拡大する

#外部連携　#ゴミ拾い

［背景］
 一昨年から繋がりを持った学生団体「おりがみ」と共に立ち上げた定期的なゴミ拾い活動です。活動の
狙いとして、既に環境活動に取り組んでいる大学生はもちろん、環境活動に触れたことのない大学生を
ターゲットに、環境に対して関心を持つきっかけを提供するとともに、環境課題の解決を目指していま
す。また、関東近辺で環境活動を行っている団体とも連携し企画を作り上げていき、環境活動に取り組
む人々の輪を広げていきたいと構想しています。実際、活動が定着した後、早稲田大学学生ボランティ
ア企画集団NUTSの方にも加入して頂き、現在は３団体で活動の企画を行っています。

［内容］
 月に一回、環境ロドリゲス、学生団体おりがみ、早稲田大学学生ボランティア企画集団NUTSの３団
体で清掃活動を行っています。25期代では江戸川の清掃を行っていましたが、26期代からは江戸川に
とどまらず山手線沿線で街の清掃活動を行いました。ただ清掃をして終わるのではなく、活動後に公
園で遊んだり焼肉に行ったり花火をしたりと参加者が楽しめるよう工夫をしてまた来たいと思える清
掃ボランティアを目指しています。

江戸川河川敷、山手線沿線

４
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GBEF参加

［背景］
 GBEF（Green Blue Education Forum）は環境省
と共催される、身近な体験を通じて考えた「守り
残したい環境、創りたい未来」をテーマに発表す
るフォーラムです。
InstagramからGBEFより参加のお誘いをいただ
き、外部に向けた発信をし、自分たちの活動を見
直す良い機会だと考え参加を決めました。

［目的］
①自分たちの活動を外部の人間に伝えるべく言語
化する過程で改めて活動内容や意義を見直し、今
後の活動に生かす
②活動を外部に発信することで新たな団体や人と
の出会いを得るきっかけを作る
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［内容］
 GBEFというコンテストに、うみさんぽの活動を
紹介する三分間の動画を作成して応募するという
形で参加しました。メンバーとミーティングを重
ねて自分たちの活動の内容や意義、強みや課題を
じっくり考えることができ、非常に有意義な時間
となりました。残念ながら受賞とはなりませんで
したが、今後もこのようなコンテストに積極的に
参加していきたいと思います！

#コンテスト　#活動を振り返る５

2024年9月24日

展示会見学
#マイクロプラスチック　#学びを深める

アニエスベーギャラリーブティック

［内容］
 「誰がマイクロプラスチックを食べているの？」
というアパレル業界の視点から見たマイクロプラ
スチックの海洋流出問題についての展示会に行っ
てきました。マイクロプラスチックの種類や日本
における分布などが視覚的に理解できるようにさ
れた展示で、うみさんぽのこれからの活動を考え
ていくうえで非常に有意義な時間となりました。

［背景］
 アニエスベージャパンの主催する、アパレル業界の
視点から見たマイクロプラスチックの現状について
の展示会を見つけ、メンバーと見学に行ってきまし
た。

[目的］
 ただボランティア活動をするだけでなく、問題への
理解を深める時間を作る。海洋プラスチック問題に
ついての理解を深め、より収穫のあるビーチクリー
ンをつくる一助とする。

６
５人



「環境×地域活性」REC
RECという名前は｢Rediscovery｣｢Experience｣
｢Communication｣の頭文字から来ています。主
な活動場所は佐渡であり、絶滅危惧種のトキや、
ジオパークとして有名な佐渡島の環境の素晴らし
さの再発見を、佐渡旅やボランティア活動を通し
て行っていくことを活動理念としています。

Philosophy活動理念

Policy26期代の方針

Overview活動概要

Future Outlook27期代の展望

外部向けに「佐渡旅」を企画し、直接佐渡島に
足を運んでもらうことで、佐渡島の魅力や自然
を体験してもらいます。また、現地の人々と直
接コミュニケーションをとり関係を深めること
によって継続的な佐渡への訪問とその活動をよ
り具体的なものにし、再発見し、地域活性につ
いて考える機会を提供します。

今年度は、2つの目標を中心に活動しました。
1つ目の目標は、REC内で完結していた佐渡旅を
REC外の人も巻き込んで実施することです。今年
度の佐渡旅はロド内で参加者を募り現地の方や
OBとコミュニケーションを取りつつ準備を進め
ることができ、初めて佐渡に来た人にとっても初
めてではない人にとっても佐渡の魅力を確認する
良い活動となりました。また、内輪で完結するだ
けでなく、活動の様子を動画にし、REC公式イン
スタグラムで投稿することで、外部への働きかけ
も行うことができました。反省点としては、REC
メンバーが少ないため旅のファシリテーションを
する人員の確保が難しく、佐渡旅の催行人数を少
数にとどめなければならなかったことが挙げられ
ます。
2つ目の目標は、佐渡旅以外での活動を増やすこ
とです。RECの活動頻度を増やし、佐渡以外の観
点から地域活性を考えるために、6月に群馬県み
なかみ町へ訪問しました。ここでの活動を公式イ
ンスタグラムに投稿したことで、地域の魅力の広
報もできたと考えています。今後も佐渡以外への
フィールドワークも継続的に行い、活動頻度を担
保したいと思います。

今後の展望としては、夏休み中の外部向けの佐
渡旅の実施に向けて、春から計画づくりに着手
したいと考えています。それに際し、REC新
メンバーと佐渡旅参加者に向けて、佐渡島につ
いて学ぶ機会をさらに確保していく予定です。
また冬の期間の活動についても、オンラインで
佐渡島の人々と交流の機会を設けるなど、佐渡
島と繋がりを保ち地域活性について考える機会
を確保していこうと考えております。 現在
は、以下に書きましたように、メンバーが少な
いので、新歓を積極的に行いコンスタントに対
面で活動することで、メンバーの数を増やすこ
とも目標としています。
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素浜海岸とごみ問題

　素浜海岸清掃１
新潟県 佐渡島 素浜海岸　　　　4名　　　 　　　　　

#ごみ問題　#素浜海岸
 2024年8月23日

［目的］佐渡は海外からのごみが非常に多く漂流
してくるため、多くの海岸清掃ボランティア活動
が必要になります。そこで自分たちが参加し、ご
み拾いをしていく中で佐渡のごみ問題について知
ることを目的としました。
　

観光地の海にとって重大な問題が漂着ごみです。
もちろん素浜海岸も例外ではありません。
素浜海岸は、南北4kmにわたって砂浜が広がり、海水
浴ができる佐渡最大の海岸で、美しい景観が広がりま
す。
一方、漂着ごみは一度清掃すれば終わるものではな
く、恒常的な景観の悪化を引き起こします。
また、地元住民の高齢化により清掃にも限りがありま
す。
ボランティアを通じて清掃をすることは海へのゴミの
流出を抑え、観光地を悩ます漂着ゴミをなくすことに
繋がるため、重要な意義があると考えられます。 参考:https://www.sadossari.jp/letter/letter_20220225

https://www.sfinter.com/report/post-1781/

［内容］佐渡島の素浜海岸を清掃することで、
佐渡の海岸のごみの多さやその漂流したゴミを
佐渡のごみ問題とその現状についてよく知るこ
とができました。また、佐渡の方とのコミュニ
ケーションを通して佐渡の取り組みについて知
ることができました
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［目的］ボランティア活動として佐渡に住んでいる方からその
場所の説明を受けることで佐渡の知見を深めるとともに、それ
を観光客に案内することで佐渡の魅力を多くの人に伝えること
を目的としました。

旧山本悌二朗別荘

２

新潟県佐渡ヶ島の景勝地「矢島経島」の矢島に
1911年（明治44年）に東京から宮大工を連れてき
て3年かけて完成させた、山本悌二郎の別荘。
近年は、茅葺き屋根にぽっかり穴が空き、建物は
傾き、経年による損傷も大きく維持管理が難しい
状態でした。
受け継ぐ人がおらず、「このままでは解体するし
かない」という話が上がっていましたが、
「唯一無二の建築物を残したい」という想いを
持った人々から始まり、2022年に大規模な修繕が
始まりました。
2023年秋に実施したクラウドファンディングでは、
多くの支援があり、修繕費の一部に当てられました。
矢島の旧山本悌二郎別荘は2024年7月13日より
一般公開がはじまります。

 2024年8月24日 新潟県 佐渡島　矢島

#佐渡旅　#  旧山本悌二朗別荘
観光ボランティア

［内容］ 矢島の旧山本悌二朗別荘にて、その場所の管理者の
方からその別荘の案内の仕方を教わり、それを佐渡に訪れた観
光客に説明し、別荘があった背景やその魅力を伝えました。現
地の方と観光客の方の両方とコミュニケーションをとること
で、現地の方の考えや観光客の、佐渡に興味を持った理由につ
いて学ぶことができました。また、島だからこその景色の特徴
を知ることができました。
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【感想と反省】
勉強会の結果を踏まえ、製品が環境に与える影
響を評価し、改良を試みました。また、ワーク
ショップをより円滑に進められるよう、整理券
を発行するなどの新たな工夫を、開催する度に
重ねました。それにより、製品やワークショッ
プの質を高めることができました。
製品の製造や販売の規模を大きくすることを目
指し、出店の機会を平均月1回に近づけること
はできましたが、オンラインで出品した製品は
売れませんでした。また、製品をメンバーが手
作業で製作したので、大量に生産することはで
きませんでした。

26期代の方針

【企画・開発・製造・販売した製品】
①レジンアクセサリー
・廃材・端材：廃プラスチック、
　鱗、コルク
・完成形：ヘアアクセサリー
　イヤリング、ストラップ
　環境問題ガチャ

②布製品
・廃材・端材：古着
・完成形：ボタン

③木製品
・廃材・端材：木材、木端材
・完成形：カレンダー、箸置き

④ターポリン製品
・廃材・端材：ターポリン
・完成形：ブックカバー

⑤PET製品
・廃材・端材：ペットボトル
・完成形：間接照明

「環境×商品開発」Re-Cover
廃材・端材を使用した商品の、開発・製
作・販売・ワークショップを通じて、廃
材・端材の使用への理解や普及を促す。そ
れにより、資源循環型社会の実現に貢献す
る。
背景には、SDGsの12番目の目標「つくる責
任・つかう責任」がある。

Philosophy活動理念

(1) Re-Cover全体の目標の達成と同時に、各メ
ンバーの目標の達成も目指す。
(2)SNSを駆使し、商品が誕生した経緯を説明す
るとともに、環境に配慮していることをアピー
ルする。
(3) 製品の販売やワークショップを通して、リサ
イクルや循環型経済についての知識を伝える。
また、廃材を再利用する具体的な方法を、SNS
を通して不特定多数に伝える。
(4)日常生活で使用できたり、Re-Cover以外の人
でも製作できたりといった、付加価値のあるも
のづくりを扱う。
(5)廃材や端材の割合をより多くする。
　

Policy
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活動概要

【出店したイベント】
①販売
・理工展
・しんじゅくこどもまつり
・紫陽祭
・リサイクル千歳台での講座
【講義を行ったイベント】
・杉並区立松ノ木中学校での出張授業
・リサイクル千歳台での講座
【合宿】
・春合宿（東北）（木製品の開発、観光）
・夏合宿（関東）（布製品の開発、観光）

Overview



１
早稲田大学西早稲田キャンパス　　　12人

【勉強会】
・製品やワークショップの環境負荷の計測方法及
び改良方法について
・商品開発に関する法律について
・地域における資源回収システムの事例について
・商品開発の方針について
【通信販売】
・オンラインフリマサイト「Creema」に、レジン
ストラップを出品しました。

Future Outlook27期代の展望
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・試験の月以外毎月出展する。(商品販売やワークシ
ョップ等問わず) 
・環境問題の改善を念頭において活動する。

  1.意識すること
無理せずメンバーがゆとりを持って活動できる
ようにする。 
メンバーがやりたいことをできるようにする。

  ２.具体的な数値を伴った目標
年間：1000人、20万円
一回の活動にロドメン12人

理工展
2023年11月4、5日

［背景］2013～2018、2020～2021に、出店・出展していました。

［目的］・製品の販売やワークショップの開催により、廃材・端材の使用について知ってもらう。
・新製品を試験的に販売する。
［内容］廃プラスチックや鮭の鱗を透明なレジンの中に封入して製作したアクセサリーや、工場でカスタ
ネットの円盤を切り抜く際に生じた端木材を成形して製作した箸置き、ターポリンの端材を業者に加工し
てもらい製作したブックカバーを販売しました。
また、小さな熊のレジンオブジェと環境問題についての説明が書かれた紙のセットを、色ごとに5種類ず
つ用意し、カプセルトイとして販売しました。例えば、赤のカプセルには、赤い熊とレッドリストについ
ての解説書を封入しました。
廃プラスチックや鮭の鱗を、ピンセットを用いてレジン液とともに型に入れてもらい、スタッフがUVを
照射して固めた後紐を取り付けることで、主に幼児から小学生にアクセサリーを製作してもらいました。
売り上げは約70,000円であり、利益は約48,000円でした。

#早稲田祭理工キャンパスver.　



［背景］クリアソン新宿が
主催するお祭りに出店しま
した。3回目の出店でした。
［目的］製品の販売やワーク
ショップの開催により、廃材
端材の使用について多くの方
に知ってもらう。
ワークショップの運営におけ
る新システムを試す。
［内容］紫陽祭と同様に、物販とワークショップ
を行い、整理券制度を試験的に導入しました。ま
た、値段設定や、ワークショップで製作するアク
セサリーをストラップに統一するかなど、出店の
度に試行錯誤して調整していきました。

しんじゅくこどもまつり

2024年3月17日～20日

２

３

宮城県南三陸町、福島県いわき市、宮城県松島市 ほか

みらい館 大明（豊島区池袋）

［背景］廃校文化祭実行委員会CSFという団体が主
催するお祭りに出店しました。
［目的］廃材・端材の使用について知ってもらう。
ワークショップの運営における新システムを試す。
［内容］廃プラスチックや鮭の鱗を使用したアクセ
サリーの販売やアクセサリー製作の子供向けワーク
ショップを行いました。
製作してもらったアクセサ
リーのレジン液が固まるま
でに待ち時間が発生するの
で、整理券制度を本格的に
導入しました。

４

39

春合宿
#東北　#みんなでワイワイ

2024年5月25日 新宿中央公園

紫陽祭

9名
［背景］2017年春から佐藤敬生様に仲介してもらい、南三陸町の企業の方々と共に活動してきました。
新たに南三陸YES工房を紹介していただいたり、いわきおてんとSUNにも協力していただきました。

［目的］・商品開発に使用する廃材を入手する。・新製品の試作品を製作する。
・商品開発や廃材利用について勉強する。・企業と連携しコネクションを固める。

［内容］・南三陸YES工房で、ロボットを模した置物の試作品を製作しました。
・行場商店で鮭の鱗を調達しました。南三陸YES工房で、木材を調達しました。いわきおてんとSUN
で、古着を調達しました。
・宮城県松島市を観光し親睦を深めました。

2024年6月16日

9名

14名



［背景］Re-Coverの活動理念は、あくまで廃材・
端材の使用への理解や普及を促すことです。しか
し、自ら体現すると説得力が増し教育上効果的で
あると推測されるので、可能ならばRe-Coverが開
発する製品自体を環境に良いものにしたいという
結論に至りました。そのため、一度製品の環境へ
の影響を測定する必要が生じました。
［目的］・Re-Coverが開発する製品が環境に与え
る影響を評価する方法を教わる。
・Re-Coverが開発する製品が環境に与える影響を
減らす方法を教わる。
［内容］環境負荷の計測方法及び改良方法を、伊
坪徳宏教授から教わりました。材料を変えると環
境負荷がどのように変わるか調べるとよいと分か
りました。

2023年12月3日

５

６

リサイクル千歳台

７ 環境負荷勉強会
2024年4月17日

2023年10月27日 杉並区松ノ木中学校
2名

［背景］NPO法人杉並環境ネットワークの方を対象
にしました。
［目的］生徒に近い年代の人が環境問題に自主的に取
り組んでいる姿を見せることで、生徒が環境問題に自
主的に取り組むきっかけを提供する。
［内容］まず、Re-Coverが取り組んでいる環境問題
とその現状、問題意識、アプローチを話しました。
次に、ロータリーにゴミが散乱していた際に何ができ
るかを、個人で考えて発表してもらった後、班ごとに
最も良い意見を一つ選んで発表してもらいました。
話し合いの際には、個人の意見を付箋に書いてもらう
などの工夫を行い、効果的なアクティブラーニングを
目指しました。
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リサイクル千歳台での講義
#教育　#ワークショップ

伊坪研究室

杉並区立松ノ木中学
校での出張授業

6名
［背景］リサイクル千歳台という施設で、親子十数組を対象にワークショップを開催しました。
3回目の開催でした。

［目的］・ワークショップの開催により、廃材・端材の使用について多くの方に知ってもらう。

［内容］・レジンアクセサリーとペットボトルランプの製作のワークショップを開催しました。
・ワークショップの初めに、3Rに関する講義を行いました。

７名



活動理念

稲門祭

27期代の展望

活動概要

１

Overview

「環境×早稲田」えこのわぐま
「環境×早稲田」をテーマに、早稲田大学やそ
の地域のイベントで、他の様々な団体の方々と
協力しながら、環境に関する活動を行い、その
イベントを支える。

越えてロド全体でゴミ問題に寄与することができた
のは良かったです。しかし、新しい活動をすること
はできなかった点に関しては反省点がありました。

えこのわぐまの活動と渉外局の活動に重複している
箇所があること、活動が形骸化していること、企画
構成員が少ないことなどを踏まえ、27期代からは、
渉外局にえこのわぐまが行ってきた早稲田のイベン
トの参加に関するポストを設置し、えこのわぐまの
活動を引き継ぐ形になります。今後は渉外局を通じ
て、稲門会や運スタとロドを繋ぎ、引き続きイベン
トにおける環境活動に寄与していきます。

Philosophy

26期代の方針
・ゴミ分別指導を中心にゴミ問題に貢献する

Policy

Future Outlook

#祭り　#ゴミ分別
2024年10月20日 早稲田大学

［背景］稲門会、早稲田祭運営スタッフの方々と協力しました。
［目的］環境ロドリゲスを稲門会のOB・OGの方々にアピールする
とともに、ゴミ分別指導を通して来場者の環境意識を高める。
［内容］2月から毎月1回、ロドが所属するキャンパス・庭園班の会
議に出席しました。また、稲門祭実行委員会の全体会にも2回出席
し、壇上で挨拶を行いました。加えて、稲門会、奨学生、早稲田祭
運営スタッフの方々との懇親会にも出席しました。前日準備では出
店者のテント準備に参加しました。そして当日は庭園のエコステー
ションと、ごみ集積所で活動に参加しました。その後の祝賀会でも
ロドを紹介することができ、ロド内の交流に加え、外部とも交流で
きた良い機会でした。
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今年度は稲門祭、早稲田祭のエコステに貢献で
きました。特に稲門祭に関しては去年よりも多
い18人に協力してもらうことができ、企画を

18名



新歓期の環境美化に
貢献しています！

［目的］早稲田祭という最大のイベントに、環境問題の側面から関
与し、参加者の環境意識を高めるとともに、自分たちも楽しむ。
［内容］運スタの方々と交流会を行い、各々の活動の紹介と連携に
ついて話し合いました。そこでエコステーションに加え、運スタが
行うペットボトルキャップを活用したエコ企画に参加する事になり
ました。残念ながら、エコ企画自体は雨天により中止になってしま
いましたが、来年以降運スタ主導のエコ企画にロドとして参加でき
るよう、提携していきたいと思います。

早稲田祭
#早稲田大学

2024年11月4日・11月5日 早稲田大学
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２



「環境×キャリア」えこねくすと

環境に携わるキャリアを歩んでいる方の取材や
リサーチを行い、環境系のキャリアを目指す学
生に向けて、有益な情報を発信する。

・企画としての基盤を固める

25期代から「SNS運用」と「取材」、「記事作
成」の三つの軸で活動してきました。本年度もこ
の三つの軸を基本に、「取材」は日程の都合の良
いメンバーが任意で参加するとし、新たにメンバ
ーの得意不得意に応じて「SNS運用班」と「記事
作成班」に分かれて活動していました。インスタ
グラムで24件の投稿、6名への取材、noteに5つの
記事を公開することができました。また、企画発
足から二年目にして、「名古屋合宿」を実現する
ことができました。 

活動理念 Philosophy

26期代の方針 Policy

活動概要 Overview

27期代の展望 Future Outlook
今後の展望は、26期の先輩方が残してくださった
えこねくすとの既存のシステムを生かしながら新
しい体制を確立することです。
26期代えこねくすとではSNS班と記事班に分かれ
て活動していましたが、27期代からは全員で記事
とSNSの発信に取り組み、これらの両立と円滑な
発信を目指します。そして現在、我々は様々な環
境系のキャリアを歩む方々の情報を発信するべく
SNSと記事に重きを置いています。今後はこれに
加えて、キャリア関連のイベントなどに参加し、
新たな情報発信の方法を模索したいと思います。
えこねくすとの全員で新しい挑戦をし続けて、お
互いを高めあえる企画を作り上げます。

名古屋合宿＆木藤さんへの取材
#取材 #環境ロドリゲス4期

2024年9月14～16日 名古屋市内
［背景］ロドリゲス４期の木藤さんに昨年度（25期代）の総会で
お会いし，４月ごろに取材の依頼をしたところ快くお受け下さっ
たため，取材をするにあたって木藤さんがお勤めされている愛知
県へ行くことになりました。

［目的］木藤さんへの取材とメンバー間の交流。
［内容］えこねくすと初の企画内合宿では、木藤さんが名古屋市
内を中心に観光名所や取材当日の観光プランなどを提案してくだ
さり、スムーズに合宿の準備を進めることができました。
宿泊先は名古屋郊外の戸建てを一軒貸し切りました。たこ焼きパ
ーティーを行ったり、夜通しゲームをしてメンバー同士の親睦を
深めることができました。
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１
13名



オフラインキャリアイベント２

本合宿は木藤さんへの取材がメインでしたが、取材前には木藤さんと
一緒に熱田神宮へ参拝に行き、名古屋名物のひつまぶしをご馳走して
いただき、さらに株式会社トヨタ自動車が運営する産業技術記念館を
案内していただくなど、名古屋やトヨタの歴史に触れる貴重な機会を
いただきました。取材では，現在のキャリアについてだけでなく，環
境ロドリゲスでの活動から学んだことや就活の進め方など多岐にわた
るお話を聞けて有意義な時間を過ごせました。

#キャリア #MIRAI
  2023年12月8日 zoom
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［目的］えこねくすとの「キャリア」をフォーカスしたイベントを試
験的に開催する。

［内容］リアステージMARIという、大学生に向けてキャリア講義な
どのオフラインイベントを行う企業に賛同していただいて、「環境」
×「キャリア」の在り方について考えるイベントを開催しました。ま
た、SVNという防災系のボランティアサークルの方々も招き，ボラン
ティアを大学生のうちから行う意義などについても一緒に考えまし
た。

4名（他団体を含めると14名）



地球感謝祭　ロド×Rulie コラボ企画

大和田教授への取材

３

４ ５ 児玉さんへの取材
#環境教育 

［目的］以前取材させていただいたRulie様との親交
をより深め、今後のオフラインイベント開催への選
択肢を広げる。

［内容］えこねくすとで以前取材した際に作成した
記事をもとに、えこねくすと（ロドリゲス）がRulie
代表の児玉さんにインタビューしている様子を体験
しながら、Rulieの創設背景やクリーンビューティー
についてを来場者に楽しく学んでいただくという没
入型の展示を行いました。この展示の最後にRulieの手
掛けるコスメのタッチアップなどの無料体験も行い、
従来のコスメとの違いやオーガニックコスメとの違い
なども合わせて体感できるようにしました。そのため
多くの方が来場してくださり、環境ロドリゲスやRulie
を多くの方に知ってもらう機会になりました。

#Rulie #コスメ
2024年9月23日 早稲田大学早稲田キャンパス

2023年12月13日 大和田研究室
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7名

5名
［目的］将来、環境に携わるキャリアを歩みたい学生
に向けて公開する記事の作成にあたり、取材を行う。
［内容］環境ロドリゲスの前顧問であった大和田先生
が2023年度末に引退されるとのことで取材させていた
だくことになりました。大和田先生は将来についての
考え方や最高の教育者としての在り方などの長年多く
の学生の成長を見届けてきた教授だからこそ気づいた
ことを教えていただきました。

#学生起業家 
2024年2月4日 zoom 2名

［目的］左記同様
［内容］小学生の時からコスメが好きであった児
玉さんは、自分の好きなコスメが環境を犠牲にし
たうえで成り立っていることに気づき、高校生の
時に少しでもそれを解決したいという理由でビジ
ネスコンテストに応募し、クリーンビューティー
コスメブランドを立ち上げたそうです。社会問題
に向き合いたいと思い、それを行動に移すことが
できる児玉さんの挑戦力を自分も見習いたいと思
いました。



才丸さんへの取材

６

７ ８ 大城さんへの取材
#SDGｓライフアドバイザー 

［目的］上記同様

［内容］Re-Coverが作っている商品の環境負荷の削減方法や
LCAの概念をどう商品に適用すればよいかの相談を兼ねた勉強
会に伴い、えこねくすとからは取材をさせていただくことにな
りました。今や環境についての取り組みは世界全体で重要とさ
れていますが、まだ環境に詳しい学生は多くはいないそうで
す。だからこそ、環境分野の専門性を高め、将来環境問題解決
に少しでも貢献できる人材になりたいと改めて思いました。

伊坪教授への取材＆勉強会
#LCA #環境負荷削減

2024年6月10日 zoom
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2024年4月17日 西早稲田キャンパス伊坪研究室 7名

4名
［目的］上記同様
［内容］才丸さんは，茨城を拠点にヨガ講師を行い
ながらSDGsライフアドバイザーとして講師活動や
エシカルトークを行っている方です。今までは環境
に対して学術的にアプローチするという考えに偏っ
ていましたが、才丸さんの活動を聞いてそれだけが
環境系のキャリアではないということに気づかされ
ました。環境と生活、健康の調和を目指してビーチ
クリーンをした後に公園でヨガを行ったりもしてい
るようで、「環境問題」という敷居の高いものでは
なく、身近なヨガから環境問題への興味関心を引き
出していると聞き、目から鱗が落ちる思いでした。

#学生起業家 
2024年7月26日 学生会館E842 2名

［目的］上記同様
［内容］大城さんは、デノラペルメレック株式会社
で法務室長を務める方です。環境に配慮した電解槽
の開発・生産を行っている会社ですが、これらの事
業が成り立っているのは大城さんのような法務を担
う方がいるからだと気づかされました。技術や商品
を開発して終わりではなく、これらの技術の保護を
行わなければ会社は成り立ちません。そのため、一
見目立たない職種かもしれませんが、法務は会社の
財産を守る重要な役割なのだと学びました。



活動理念

発足の理由
代表・創設者の土田が高校2年間Precious
Plasticに準拠した団体にてボランティアをして
いた経験から再生プラスチック活動の“楽し
さ”に可能性を感じ大学でも活動を開こうとした
ことが始まり。現代の環境活動はネガティブな
ことが多いために一歩を踏み出すことに躊躇っ
ている人は多いです。Precious Plasticの再生プ
ラスチック活動はこのような「環境活動＝楽し
くない」を体験から払拭していくことを目指し
ます。

活動概要

活動 Precious Plasticとは

27期代の展望

「環境×プラスチック」
Precious Plastic Waseda
Philosophy

全ての人にプラスチック再生体験で“楽しい環境
活動”を。

Policy

Overview

Activity
What is Precious Plastic?

日常的に捨てられている「プラスチック」を再
成形する活動を行います。Precious Plasticがオ
ープンソースとして公開しているプラスチック
を溶かし射出する機械を用います。サークルや
早稲田大学 学生会館などから回収したプラスチ
ックを「櫛」や「アクセサリー」など価値ある
ものへと生まれ変わらせます。

廃プラスチックを粉砕機で粉砕し、射出形成機で成形を行う。
オランダで生まれ、誰でも簡単に作
れるリサイクルマシンの設計図や方
法を公開しているオープンソースコ
ミュニティです。
現在は世界各国で
約１１万人もの人々
がこのプロジェクトに
参加しています。

Future Outlook
・活動基盤の構築
今年度発足したため、メンバーや機材、教育標本
などの活動基盤の構築が欠かせません。特に、ワ
ークショップでお客さんに“楽しい環境教育”をど
う伝えていくかということに集中し試行錯誤を行
っていきます。
・イベント出展、出張授業
早稲田祭などの早稲田関連のイベントには積極的
に出展を行います。幼児〜大人と幅広い年齢層の
方に体験できるよう多くのコネクションを作り月
１回の出展を目指します。
・作品作り
現在は「櫛」のみ作成できるが、今後はアクセサ
リーや小物置きなどの作品作りにも挑戦します。
・他分野との連携
美容院で不要となったカラーチューブを私たちの
活動で「櫛」へと生まれ変わらせ循環させるよう
な他分野とのコラボを実現させます。
・環境負荷の定量化
LCA（ライフサイクルアセスメント）を活用し
“環境に良い”再生プラスチック活動を行います。
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１ 早稲田祭出展

早稲田大学 早稲田キャンパス 11号館　  　　 6人

理工展販売 NEOアワード２ ３

#初ワークショップ出展 #櫛

2024年11月3日

［背景］早稲田祭2024に、Re-Coverと共同でワークショップ出展していました。

［目的］プラスチックの再生体験を行ってもらう。

［内容］早稲田祭では初めてのワークショップ体験出展を実施しました。実際に、射出形成機や櫛の金
型を用意し来場者の方々に廃プラスチックを再生する体験を行っていただきました。初めてのワークシ
ョップということでかなりの心配がありましたが大きなトラブルはなく合計50名ほどの方に体験いただ
けて申し分ない結果となりました。しかし、回転率の悪さやメンバーの少なさなど多くの課題が見えて
きました。

48

#商品販売 #コンテスト #決勝
2024年11月2日 2024年8月17日西早稲田キャンパス 有楽町マルイ

［目的］本企画の広報、櫛の販売
［内容］早稲田祭同様、Re-Coverと共同で理工展
の出展を行いました。理工展では販売のみを行い
約10名ほどに購入していただきました。

［目的］本企画の方針ブラッシュアップ
［内容］アースデイ東京ユース×有楽町マルイコラ
ボ「NEOアワード」の最終審査に出場しました。受
賞はできませんでしたが良い機会になりました。



冬
2/8 第一回ロドゼミ

2/13～2/15　冬合宿

3/24 稲魂賞授賞式

06 全体活動報告
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全体で那須塩原と日光へ合宿にいきました。
サファリパークに中禅寺湖、日光東照宮とワールドスクエア、

温泉にかまくら祭り、牧場と盛りだくさん。
夜はエアビーで料理をしたりボードゲームをしたりと、メンバーの仲を深める

とても楽しいイベントになりました。



春

5/12 高尾山ハイキング

全体の新歓企画と
して、現役生と新
歓生合計22名で高
尾山にハイキング
に行きました。

6/2 早慶戦

企画間交流会として優
勝がかかった早慶戦を
メンバーで観戦しに行
きました。

4/21 新歓BBQ 5/6 公開ロドゼミ

全体の新歓イベン
トとして、現役生
と新歓生合わせて
約40名ほどで
BBQを行いまし
た。

4/3 WAVOCボランテ
ィアプレゼンコンテスト

4/1～4/4 新歓ビラ配り

環境ロドリゲスのビラ
を配るとともに、散ら
ばった他サークルのビ
ラを回収しました。

70名の新入生が入会し
てくれました。

ロドの強みに
ついて

WAVOCの
コンテストで
プレゼンしま

した。
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6/29～6/30 新歓合宿＠河口湖

夏

6/16 プレゼンコンテスト

9/5～9/7 夏合宿
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一泊二日同じチームでクイズ大会やオリエンテーリング、体育祭を行い、総合ポイントを
競う形で新歓合宿を行いました。今までにない形で大盛り上がりのイベントとなりました。

サークル全体で熱海と伊豆へ合宿に行ってきました。
三島スカイウォークやiZoo, 川奈の海岸など、冬同様盛りだくさんの内容で

あっという間な二泊三日でした。



10/20 稲門祭

9/23 地球感謝祭

11/2～11/3 早稲田祭

11/24 勇退会
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秋

六つの班に分かれて、一年生が主体となって出展しました。
それぞれが個性のある楽しい出展となり、
多くの子どもたちが遊びにきてくれました。

昨年に引き続き早稲田祭に出店いたしました。今
年はさつまいも・じゃがいも・れんこんを使用し
た野菜チップスの販売と、地産地消・野菜による
二酸化炭素排出量減少について・コンポストにつ
いての啓発ポスターの制作を行いました。当日は
生憎の雨と立地の悪さもありましたが、行列の絶
えない出店をすることができました。
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Precious Plastic Waseda：土田拓己
　　　　　　　　　　　　　　（28期）
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